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３
月
２
日
に
開
会
さ
れ
た「
令
和
４
年
第
1
回
町
議
会
定
例
会
」

で
の
令
和
４
年
度
施
政
方
針
演
説
の
前
文
を
掲
載
し
ま
す
。

※
施
政
方
針
演
説
と
は
、
今
後
1

年
の
町
行
政
の
柱
と
な
る
基
本

施
策
及
び
各
分
野
の
方
針
に
つ

い
て
、
町
長
が
町
議
会
を
と
お

し
て
町
民
に
表
明
す
る
も
の
で

す
。
　

「元気な島 喜界島」 の実現に向けて！「元気な島 喜界島」 の実現に向けて！

～令和４年度施政方針演説～～令和４年度施政方針演説～

　

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
世
界
で
猛
威
を
振
る
い
、
本
町
で

も
「
夏
ま
つ
り
」「
町
民
体
育
祭
」
等

の
行
事
を
中
止
す
る
な
ど
様
々
な
方
面

で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
１
年
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
小
笠
原
諸
島
の
海
底

火
山
の
噴
火
に
よ
る
大
量
の
軽
石
が
漂

流
し
、
本
町
を
は
じ
め
、
全
国
的
に
漂

流
・
漂
着
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
漁
業

や
養
殖
関
連
な
ど
に
影
響
も
出
て
き
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
各
方
面
の
協
力
を

賜
り
な
が
ら
、
軽
石
の
撤
去
等
の
対
策

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
奄
美
群
島
に
お
い
て
は
、

奄
美
大
島
・
徳
之
島
の
世
界
自
然
遺
産

登
録
の
決
定
や
県
立
大
島
高
校
の
選
抜

高
校
野
球
・
春
の
甲
子
園
出
場
の
決
定
、

本
町
に
お
い
て
は
、
荒
木
出
身
の
プ
ロ

ボ
ク
サ
ー
久
保
春
平
選
手
の
全
日
本
新

人
王
の
誕
生
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
が
２

年
連
続
１
億
円
を
突
破
す
る
な
ど
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
町
政
で
は
今
後
10
年

間
の
指
針
と
な
る
第
６
次
喜
界
町
総
合

振
興
計
画
を
今
年
４
月
か
ら
施
行
い
た

し
ま
す
。「
町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康

で
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」、「
安
心
・
安
全

で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」、「
賑
わ
い
の

あ
る
活
気
あ
ふ
れ
る
島
づ
く
り
」、「
島

で
育
む
き
ら
り
と
輝
く
人
づ
く
り
」、

「
未
来
へ
繋
ぐ
地
域
づ
く
り
」
と
い
う

５
つ
の
基
本
理
念
を
掲
げ
、「
子
や
孫

の
世
代
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

元
気
な
島
」
を
実
現
す
る
た
め
に
全
力

を
あ
げ
て
町
政
運
営
に
邁
進
す
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
令
和
４
年
度
の
特

に
重
点
的
に
取
り
組
む「
４
つ
の
施
策
」

に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

１
つ
目
の
重
点
施
策
は
子
育
て
世

代
の
支
援
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
1
）
学
校
給
食
費
の
無
償
化

　

小
学
生
・
中
学
生
の
義
務
教
育
学
校

に
通
う
児
童
・
生
徒
の
学
校
給
食
費
の

無
償
化
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

（
2
）
こ
ど
も
医
療
費
の
全
額
助
成

　

０
歳
か
ら
18
歳
の
こ
ど
も
医
療
費

の
自
己
負
担
分
を
全
額
助
成
い
た
し
ま

す
。
ま
た
町
外
で
修
学
す
る
子
ど
も
に

つ
い
て
も
助
成
対
象
と
い
た
し
ま
す
。

（
3
）
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
費
用
の
一
部
助
成

　

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る

重
症
化
を
防
ぐ
た
め
、
18
歳
以
下
を
対

象
に
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

２
つ
目
の
重
点
施
策
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対
策
並

び
に
防
災
対
策
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（
1
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
対
策

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
つ
き
ま
し
て
は
、
感
染
防
止
対
策
の

啓
発
や
３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
を
関

係
機
関
と
連
携
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受
け

た
方
に
対
し
ま
し
て
は
、
国
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
し

柔
軟
に
対
応
・
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
2
）
防
災
対
策

　

防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
年

の
避
難
実
績
を
教
訓
に
し
て
、
引
き
続

き
集
落
公
民
館
の
防
災
機
能
の
強
化
、

整
備
を
順
次
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
町
民
の
自

助
・
共
助
の
重
要
性
と
防
災
意
識
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
弱
者
（
要

配
慮
者
）
の
優
先
度
の
高
い
方
か
ら
個

別
避
難
計
画
の
作
成
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

３
つ
目
の
重
点
施
策
は
、
園
芸
振

興
対
策
の
強
化
で
ご
ざ
い
ま
す
。
稼

げ
る
農
業
を
目
指
す
に
は
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
を
中
心
に
畜
産
や
園
芸
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
た
複
合
型
農
業
の
推
進
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
２
期
目
の
地
下
ダ

ム
事
業
も
始
ま
り
、
改
め
て
そ
の
強
み

を
活
か
し
た
園
芸
の
振
興
対
策
を
強
化

し
、
稼
げ
る
農
業
、
魅
力
あ
る
農
業
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

４
つ
目
の
重
点
施
策
は
、
移
住
・

定
住
の
促
進
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
専
属
で

雇
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
積
極
的
な
受

入
体
制
を
構
築
し
、
島
に
人
を
呼
び
込

み
ま
す
。

　

第
６
次
喜
界
町
総
合
振
興
計
画
の

５
つ
の
分
野
別
基
本
計
画
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
町
民
一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
輝
く

ま
ち
づ
く
り

（
１
）
子
育
て
世
代
支
援
の
推
進
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・
不
妊
治
療
や
出
産
時
の
旅
費
助
成

　

・
出
産
祝
金
や
お
む
つ
券
の
支
給

　

・「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

に
お
い
て
の
相
談
、
支
援
の
充
実

　

・
保
育
設
備
等
の
拡
充

（
２
）
高
齢
者
福
祉
の
推
進

　

・
敬
老
パ
ス
の
対
象
年
齢
引
き
下
げ

　

・
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
特
定
高
齢
者
福

祉
用
具
購
入
扶
助
事
業
の
継
続

（
３
）
障
害
者
福
祉
の
推
進

　

・
生
活
と
就
労
の
支
援

（
４
）
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

・
生
活
習
慣
病
予
防
の
普
及
啓
発

　

・
各
種
が
ん
健
診
実
施

（
５
）
地
域
福
祉
の
推
進

　

・
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成
、
啓
発

（
６
）
医
療
体
制
の
確
保

２
．
安
心
・
安
全
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

（
１
）
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
強
化

（
２
）
住
み
よ
い
住
環
境
の
創
出

　

・
湾
宮
戸
団
地
1
棟
建
築

　

・
安
心
安
全
な
水
の
供
給

（
３
）
資
源
循
環
型
社
会
の
創
出

　

・
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
醸
成

･

生
ご
み
処
理
機
購
入
助
成
事
業

　

・
最
終
処
分
場
の
工
事
発
注

（
４
）
交
通
体
系
の
整
備

３
．
賑
わ
い
の
あ
る
活
気
あ
ふ
れ
る
島

づ
く
り

（
１
）
農
業
・
林
業
の
振
興

　

・
担
い
手
と
新
た
な
水
資
源
の
確
保

　

・
農
業
共
済
や
収
入
保
険
制
度
加
入

推
進

　

・
肉
用
牛
農
家
の
強
化

　

・
園
芸
作
物
等
の
生
産
安
定

（
２
）
水
産
業
の
振
興

　

・
製
氷
施
設
の
改
修
事
業
化

（
３
）
商
工
業
の
振
興

　

・
商
工
等
資
金
利
子
補
給
補
助

（
４
）
観
光
の
振
興

　

・
ジ
オ
パ
ー
ク
、
サ
ン
ゴ
の
石
垣
等

資
源
活
用
に
よ
る
観
光
客
増
の

取
組

　

・
荒
木
中
里
遊
歩
道
の
復
旧

（
５
）
特
産
品
の
開
発
・
推
進

　

・
在
来
食
材
を
活
か
し
た
加
工
業
者

の
育
成
等

（
６
）
移
住
・
定
住
の
促
進

　

・
移
住
者
の
受
入
体
制
整
備

４
．
島
で
育
む
き
ら
り
と
輝
く
人
づ
く
り

　

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
や
新
し
い
生
活

様
式
に
対
応
し
た
取
組
や
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
と
し

て
、
教
育
の
情
報
化
に
対
応
し
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
え
、
小
・
中
学
生
全

員
に
一
人
１
台
の
情
報
端
末
（
タ
ブ

レ
ッ
ト
）
整
備
と
、
空
調
設
備
（
エ
ア

コ
ン
）
の
設
置
を
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
の
す
べ
て
の
普
通
教
室
に
整

備
済
み
。
今
後
、
理
科
室
や
音
楽
室

な
ど
の
特
別
教
室
へ
の
整
備
も
随
時

実
施
予
定
。

学
校
教
育
に
お
け
る
施
策
や
取
組
等

　

「
新
し
い
時
代
と
社
会
を
見
据
え

た
次
世
代
の
教
育
の
創
造
」
～
夢
や

志
を
も
ち
可
能
性
に
挑
戦
す
る
グ

ロ
ー
カ
ル
人
材
の
育
成
～

（
１
）
お
互
い
の
人
格
を
尊
重
し
、
豊
か

な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
む
教
育

　

・
読
書
、
文
化
活
動
の
体
験
推
進

　

・
体
力
、
運
動
能
力
の
向
上

（
２
）
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
の
能
力

を
伸
ば
し
、
社
会
で
自
立
す
る
力

を
育
む
教
育

　

・
特
別
支
援
教
育
、
幼
児
教
育
の

充
実

（
３
）
信
頼
さ
れ
、
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り

　

・
入
学
祝
金
や
修
学
援
助
費

　

・
検
定
料
や
大
会
遠
征
費
の
補
助

社
会
教
育
や
生
涯
学
習
の
施
策
や
取
組
等

　

「
豊
か
な
人
生
と
よ
り
よ
い
社
会
を

築
く
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
」

（
１
）
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
守
り
育

て
る
環
境
づ
く
り

　

・
地
域
ぐ
る
み
で
の
子
ど
も
の
育
成

　

・
地
域
ぐ
る
み
で
の
安
心
、
安
全
な

環
境
づ
く
り

（
２
）
生
涯
を
通
し
て
学
び
活
躍
で
き

る
環
境
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
の
振
興

　

・
大
島
地
区
生
涯
学
習
推
進
大
会
、

大
島
地
区
広
域
文
化
祭
の
企
画

運
営

　

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

充
実

　

・
文
化
財
の
発
掘
や
管
理
、
活
用

　

・
島
唄
、
八
月
お
ど
り
の
保
存
継
承

５
．
未
来
へ
繋
ぐ
地
域
づ
く
り

（
１
）
町
民
と
行
政
の
協
働

　

・
町
政
懇
談
会
の
実
施

（
２
）
男
女
共
同
参
画

（
３
）
行
財
政
改
革
の
推
進

　

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

　

・
正
確
、
迅
速
、
懇
切
な
窓
口
業
務

　施政方針全文については、町

ホームページ（http://www.town.

kikai.jg.jp）を検索するか、左の

QR コードを読み取ってご覧下さい。
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喜界中学校　第 10 回卒業式喜界中学校　第 10 回卒業式
　男子 34 名　女子 26 名　計 60 名　男子 34 名　女子 26 名　計 60 名

3月15日

3月18日
あゆみ幼稚園卒園式あゆみ幼稚園卒園式



3月24日

3月26日

早町小学校　第 10 回卒業式早町小学校　第 10 回卒業式
　男子 7 名　女子 5 名　計 12 名　男子 7 名　女子 5 名　計 12 名

喜界小学校　第 10 回卒業式喜界小学校　第 10 回卒業式
　男子 19 名　女子 15 名　計 34 名　男子 19 名　女子 15 名　計 34 名

保育園卒園式保育園卒園式



令和４年度喜界町役場職員　人事異動一覧表　（令和４年４月１日付）
昇格 氏　　名 新　任　職 前　任　職

（ 課 長 級 ）

○ 原田　久吉 大島地区消防組合
喜界分署長

大島地区消防組合
喜界分署補佐

（ 課長補佐級 ）

揃江　由美 教育委員会のぞみ
幼稚園園長

教育委員会あゆみ
幼稚園副園長

今井　章貴 農業振興課技術補佐 まちづくり課技術補佐

八木　敏文 教育委員会事務局補佐
兼防災食育センター長

総務課主幹

向井　大吾 保健福祉課課長補佐兼
地域包括支援センター長

農業振興課主幹

中山　佳也 町民税務課課長補佐
（クリーンセンター）

教育委員会事務局補佐

○ 基　俊一 まちづくり課主幹 農業振興課係長

（ 係 長 級 ）

岡田　勝昭 教育委員会事務局
係長

町民税務課係長

柳　卓也 農業振興課係長 保健福祉課係長

林　浩之 町民税務課係長 会計課係長

○ 賀村　由美 保健福祉課係長 保健福祉課主査

○ 盛山　由香 保健福祉課係長 保健福祉課主査

○ 豊　博則 町民税務課係長 町民税務課主査

○ 輝　政和 企画観光課係長 企画観光課主査

○ 元山　和嗣 保健福祉課係長 保健福祉課主査

○ 豊島　正季 農業振興課係長 農業振興課主査

○ 夏目　淳一 保健福祉課係長 保健福祉課主査

○ 久　郁弥 保健福祉課係長 保健福祉課主査

（ 主 査 級 ）

廣司　泰樹 保健福祉課主査 総務課主査

上地　義光 企画観光課主査 保健福祉課主査

巖　泰斗 農業振興課主査 町民税務課主査

川畑　一英 総務課主査 鹿児島県市町村課

昇格 氏　　名 新　任　職 前　任　職

○ 萩原　和己 保健福祉課主査 企画観光課主事

○ 久保　恭平 農業振興課主査 農業振興課主事

○ 吉岡　喜治 町民税務課主査 町民税務課主事

○ 惠　翔太 農業振興課主査 農業振興課主事

○ 南　勇人 農業振興課主査 農業振興課主事

○ 久保　孝介 総務課主査 総務課主事

○ 藤崎　誠之 教育委員会事務局主査 教育委員会事務局主事

○ 玉岡　悟 大島地区消防組合
喜界分署主査

大島地区消防組合
喜界分署主事

○ 大山　祐平 大島地区消防組合
喜界分署主査

大島地区消防組合
喜界分署主事

（ 一 般 職 ）

岩切　華子 会計課主事 教育委員会事務局主事

（ 出向 ）

植村　義彦 職員組合（専従）
教育委員会事務局補佐
兼防災食育センター長

前島　将太 大島地区消防組合出向 まちづくり課主事

（ 新規採用 ）

盛　賢喜 まちづくり課

上別府　詩織 保健福祉課

榮　佳菜子 町民税務課

重野　瑞季 あゆみ幼稚園

（ 退 職 者 ）令和４年３月 31 日付

徹島　一秀 大島地区消防組合
喜界分署長

値　春美 のぞみ幼稚園園長

盛　真紀子 保健福祉課看護師

園田　裕一郎 農業振興課主査

教　育　委　員　会　指　導　主　事

転出 池田　克則 転入 古園　正樹
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あまみ島一番コンテスト

南村製糖と ARIGATO が入賞 !!

令和 3 年度あまみ地域づくり褒賞

　本町から 2 団体が受賞！！

県大島支庁では「あまみ地域づくり褒賞」として、地域

振興に貢献している個人や団体を表彰しており、令和

3 年度の受賞者として本町からは、「喜界島言語文化保存会

（生島常範代表）」と「きかい１
いちまるまる

００スポーツクラブ（積山忠

久運営委員長）」が褒賞を受けた。

　この褒賞は、まちづくりや教育文化、福祉などで地域振

興に貢献する奄美群島の個人や団体を毎年表彰するもの

で、平成 23 年に創設。

　受賞理由は以下のとおり。

● 喜界島言語文化保存会…「わらび・しまゆみた狂言」な

どを通して、しまゆみたの保存や継承を精力的に行って

おり、方言等の言語文化に関する意識向上に貢献。

● きかい100 スポーツクラブ…総合型地域スポーツクラブ

として、幼児から高齢者まで幅広く地域住民に対してス

ポーツイベントや健康増進イベントを開催し、地域コミュ

ニティ作りと併せて健康増進においても大きく貢献。

※ 名前の由来は「100 歳まで元気でいられるよう100 種類

のスポーツを年 100 日やってみよう」という思いから付け

られた。

褒賞を受ける積山運営委員長
3 月 2 日、松元賢治県喜界事務所長から（喜界事務所）

他の受賞者と並ぶ生島代表（前列右から 2 番目）
2 月 24 日、大島支庁において

奄美群島観光物産協会では、地域資源を活かした特産

品づくり促進を目的として「あまみ島一番コンテスト」

を開催している。令和 3 年度の発表分において本町から、

南村製糖（南村和弥代表・志戸桶）の「黒糖そら豆」がスイー

ツ部門で最優秀賞に、ARIGATO（佐藤希智代表・荒木）の「喜

界島 ZEN ぶいり茶」が加工食品部門で優秀賞に選ばれた。

　「黒糖そら豆」は島産のそら豆を素揚げして自社で製造さ

れた黒糖を絡めたもの。プレーン、塩、カレー、抹茶の４

つの味がある。

　「喜界島 ZEN ぶいり茶」は桑や月桃、サクナー（ボタン

ボウフウ）など、島内に在来する植物を農薬や化学肥料を

使わずに栽培したものを粉末状に加工。一般的な日本茶や

青汁粉と同様の使い方で楽しむことができる。

地域女性団体連絡協議会（宜名真孝子会長）は3月8日、

中央公民館旧館で定例役員会を行った。

　会長あいさつの後、富町民税務課長による「本町のゴミ

処理に係る諸問題について」として、年間 2,300 トン以上

のゴミをクリーンセンターで処理していること（１家庭平均

換算 620kg）、人口は減少しているがゴミの量は増えてい

ること、海岸漂着物について、そして不法投棄の現状や対

応などについて写真を交えながら説明し、会場からはそれ

らのことについて「衝撃的だった」といった意見が聞かれた。

　その後は、令和３年度の振り返りと４年度の予定などを

確認し会は終了。

　宜名真会長は本町の女性の方々に対し、「日頃から本会

の活動に対しご協力いただき、感謝申し上げる。地域づく

りの中核的存在として、楽しく魅力ある有意義な活動を創っ

て行きたい。また、発

想力豊かな元気で明

るい若い世代の力の

発揮を期待している」

と話した。

地域女性団体連絡協議会定例会

ゴミ問題について一緒に考えました
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元オリンピック女子フルマラソン　日本代表

　中村友梨香さんを招いてジョギング教室中村友梨香さんを招いてジョギング教室

きかい 100 スポーツクラブでは、北京五輪（2008

年）女子フルマラソンに出場した、中村友梨香さ

んによるジョギング教室を 3 月 6 日に開催し、小学生

から高校生までの約 50 名が参加した。

　中村さんは、同日開催予定だった第 38 回俊寛ジョギ

ング大会での招待選手として来島していたが、同大会が

まん延防止等重点措置の関係で中止となり、その代替イ

ベントとしてジョギング教室を実施。

　当日は、町体育館で中村さんの自己紹介などあった後、

一本歯下駄を使ったトレーニングが紹介された。その後、

総合グラウンドに移動して、肩甲骨や股関節の動きを良

くするためのトレーニングを通して楽しく交流した。

中村友梨香さん。天満屋のショッキングピンクのユニフォーム
でレースをしていたのを覚えている方も多いと思います。

現役当時、１番キツかっ

た練習は？との質問に

「10,000m（10km）を６本。

練習開始が 10 時で終わ

りが 16 時過ぎ」

((; Д゚゜)) ﾌﾞﾙﾌﾞﾙ

その日は早町かけっこクラブでもジョギング教室をしてくださいました

畜産業発展のためご尽力いただいております

　豊原芳宏さんが県指導農業士に認定豊原芳宏さんが県指導農業士に認定

豊原芳宏さん（大朝戸）が指導農業士に認定され 3 月 9

日、大島支庁農政普及課の川越課長から認定証が授与

された。

　指導農業士とは、優れた農業経営を行いつつ、新規就農

者等の育成についても指導的な役割を担う方に対して都道

府県が認定するもの。

　豊原さんは、本町での民間第 1 号の人工授精師として、町

内の牛の約 5 割の人工授精を行っている。また、効率的な方

法や良好な環境を整えて牛飼育を行っており、販売実績は頭数、

価格ともに安定して町平均を超える。さらに、これまで島内外

から農業研修生を延べ 100 名以上を受け入れており、畜産業

の普及、技術向上に努めていることが認定の理由となっている。

消防署員・団員に心強い味方ができました消防署員・団員に心強い味方ができました

　小型動力ポンプ付水槽車の引渡式小型動力ポンプ付水槽車の引渡式

消防喜界分署と消防団が使用する、小型動力ポンプ付水

槽車がこの度新たに購入され、その引渡式が 3 月 24

日消防署前の駐車場で行われた。

　式では町長から森正樹消防団長へ車両の鍵が手渡され、

その後、森団長が「これまで使用していた車両は老朽化が

進んでいて待ち望んでいたので大変嬉しい。火災だけでな

く給水車としての役割も担うので、消防署員と連携して活

動していきたい」と挨拶。その後は、製造者の（株）モリタ

製造の担当者から、設備の説明等がなされて式は終了した。

　購入した車両は全長９ｍ 13cm、幅２ｍ 49cm、高さ３ｍ

25cm で 1 万リットルの水を積載でき、車両の照明は LED

のため夜間でも十分な明るさを確保できる。
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奄美環境文化プロジェクト事業

　「奄美群島のこれからの地域戦略　～持続可能な循環型社会の形成に向けて～」開催

県大島支庁は、「島を！未来を！心を！つなぐ　奄美群島のこれ

からの地域戦略～持続可能な循環型社会の形成に向けて～」

と題したシンポジウムを 3 月18 日役場多目的ホールで開催し、約

30 名の来場とオンラインによる視聴があった。

　当日は、（一社）持続可能な地域社会総合研究所の藤山浩所長に

よる基調講演、鹿児島大学の小栗有子准教授によるオンラインでの

取組事業発表、NPO 法人オーガニックアイランド喜界島の杉俣紘

二朗代表の取組発表がされた。

　まず藤山さんの講演では、近年、離島や山間部での人口の社会増

が見られること、知夫村（島根、社会増加率全国 2 位）と西粟倉村（岡

山）の取組の話に加え、本町の今後の人口において、現状の出生率

（2.41%）と10 代後半から 20 代前半の人口流出率を継続すると

いう想定で、20 代前半男女、30 代子連れ夫婦、60 代男女が各 8

組、計 56 名の移住があると、人口 6,000

人台で安定、高齢化率低下、小中学生が

2 割増加するといったシナリオも発表され

た。また、所得創出についても、原料も製

造も地元から仕入れると売上の半分程度

地元の所得に繋がるが、販売のみだと1

割程度しか地元の所得にならない、といった内容だった。

　次に小栗さんが、昨年 9 月から1月末までに行った奄美環境文

化実習の取組について発表。

　そして杉俣さんが、移住することになったきっかけや、有機栽培

について、今後の持続可能な地域と有機栽培に向けて学校給食への

野菜提供や、地元にある有機資源を活かした農業を通して“喜界島

だからできる美味しいもの”を安定的に

流通させたい。有機栽培だからといっ

て反収を下げずに安定して栽培し良い

ものを作り、有機栽培に理解あるお客

さんに提供していきたい。と発表し、意

見交換後シンポジウムは終了した。

藤山所長

域戦略

「喜界島観光用アプリ」が完成！
－喜界島観光用アプリとは？－

　観光客の方向けに開発された観光スポットや飲食店、トイレ等の情報が一つになったデ

ジタルでの観光情報を提供するアプリとなっており、3DAR 機能も搭載しています！

　喜界島の隆起や銅鏡などを立体的に見て楽しむこともできます。

　お持ちのスマートフォンからぜひダウンロードをしてみてください！

ダウンロードはこちらから↑

問い合わせ先

　企画観光課　☎ 65-3683

杉俣さん

〈アプリバージョン〉
・ios は ios11 以上 　対応
・Android は８以上　対応

　お持ちのスマートフォンの機種に
よっては位置情報に少々誤差が生じ
る場合があります。
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こども医療費助成制度が変わります！
【こども医療費助成制度とは…】
　18 歳に達する日以降最初の３月31日までにあるこども（高校卒業まで）の保険
診療による医療費を全額助成するものです。（高校へ進学していなくても対象とします）
　ただし、以下の場合は対象外です。
　①生活保護世帯のこども
　②重度心身障害者医療費助成制度の対象者（非課税世帯を除く）
　③ひとり親家庭医療費助成制度の対象者（非課税世帯を除く）
　④婚姻しているこども
　喜界町では更なる子育て支援の充実を図るため、こども医療費助成制度を次のと
おり改正します。対象は、令和４年４月診療分からです。

◇助成を受けるには
　助成を受けるためには、登録申請をする必要があります。保健福祉課へ以下のもの
を持参し登録申請をしてください。
　①印鑑　　②対象のこどもの保険証　　③振込希望の通帳
◇助成の流れ
　登録申請後、黄色の受給資格者証を交付します。県内の医療機関や薬局等を受診
される際に保険証と併せて受給資格者証を提示しますと、お支払いした保険内医療費
を指定の口座にお振込みします。振込は最短でも診療月の２か月後以降となります。
　なお、県外の医療機関等を受診された場合や受給資格者証を提示し忘れた場合は、
診療月を含めて１３か月以内に、領収書と印鑑を持って保健福祉課窓口で申請をしてく
ださい。

【問合せ先】保健福祉課福祉チーム　☎ 0997 － 65 － 3685

◆住民税課税世帯のこどもの助成額

（変更前）月3,000 円を超えた額

⇒（変更後）　全額
※ ただし、高額療養費等他の医療給付を

受けた場合は、その額を差引いた額を助

成します。

◆助成対象こども

（変更前）町内に住所があるこども

⇒（ 変更後）町内に住所があるこども及
び就学等で町外に住所があるこども

（保護者の住所は町内）

変　更　点

◆新規申請の対象となる方

　対象こどもの拡充にあたり、新規申

請が必要になる方がいます。

親元を離れて寮生活をしている中学生、

高校生など、町外に住所があるこども

がいる保護者

　該当する方は保健福祉課窓口で手続

きをお願いします。

※ ただし、町外にある住所地でこども

医療費の助成を受けている場合は対

象外です。

新規申請について
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Ｊアラートに関する基礎知識
Ｊアラート（全国瞬時警報システム）とは
弾道ミサイル情報や緊急地震速報、津波警報など、対処に時間的余裕のない事態に関する情報を、携帯

電話等に配信される緊急速報メール、市町村防災行政無線等により、国から住民まで瞬時に伝達するシ

ステムのことをいいます。

警報発令などの際は J アラートにより、消防サイレン・情報内容を各家庭の戸別受信機、屋外スピーカー、

携帯電話へ自動で発信されます。

※津波警報が発令された場合の配信例

　…①上り4 音チャイム　→　「こちらは防災喜界です。」

　　②消防サイレン　5 秒吹鳴 6 秒休止×2 回

　　　→「津波警報が発令されました。海岸付近の方は高台に避難してください。」（②を繰り返し3 回）

　　③「こちらは防災喜界です。」　下り4 音チャイム

Ｊアラートの自動起動

問い合わせ先　役場総務課防災係　☎ 65 －1111

Ｊアラートの特色

対処に時間的余裕のない緊急事態の発生を国民に伝え、迅速な避難行動を促すことを目的とする

⬇

耐災害性

◎衛星回線と地上回線の 2 系統による情報受配信

◎送信システムのバックアップ拠点を有する災害に強いシステム

瞬時性

◎ 市町村防災行政無線（同報系）等を自動的に起動させることで、地方公共団体職員の手を介さず、

国から住民に直接情報を伝達

◎休日・夜間など、地方公共団体の職員体制に関わらず住民に情報を伝達
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　育児休業を取得しやすくするため、育児・介護休業法が改正されました。柔軟で

取得しやすい育児休業制度に変わるほか、育児休業を取得しやすい職場環境づくり

などに事業主が取り組む必要があります。

「育児・介護休業法が改正されました」

１　令和４年４月１日から変わる点

・育児休業を取得しやすい雇用環境整備

・ 子供が生まれる・生まれた労働者への

個別の周知と意向確認

・有期雇用労働者の要件緩和

就業規則は企業規模にかかわらず見直しが必要です。

３　令和５年４月１日から変わる点

・育児休業取得率の公表

※ 常時雇用する労働者数1,000人を超え

る企業のみ

詳しくは、鹿児島労働局　雇用環境・均等室

（☎099-223-8239）まで。

２　令和４年 10 月１日から変わる点

・産後パパ育休の創設

・ 育児休業の分割取得、１歳以降の育児

休業開始日の柔軟化

鹿児島労働局

またはこちらの

QR コードから

有料広告

13　Kikai Public Relations 2022.4



1414



15　15　Kikai Public Relations 2022.4Kikai Public Relations 2022.4



16



九州電力送配電から感電事故防止のお願い

　　お問合せ先

　　　九州電力送配電株式会社　奄美配電事業所

　　　☎ 0 1 2 0 － 9 8 6 － 8 0 8

　鯉のぼりの季節になりましたが、感電事故防

止のため、電線付近で鯉のぼりの掲揚や魚釣り

は絶対に行わないよう、お願いします。

　なお、万一鯉のぼりや、釣り糸が電線にかかっ

た場合は、自分で取ろうとせず、お近くの九州

電力送配電までご連絡いただきますよう、お願

いします。

九州電気保安協会からのお知らせ
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喜界島サンゴ礁喜界島サンゴ礁
　　　　科学研究所　　　　科学研究所

サンゴ通信
№ 47№ 47

  

喜
界
島
草
舟

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

3
月
23
日
（
水
）、
24
日
（
木
）
の

2
日
間
、
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
に
て
「
喜

界
島
草
舟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
太
古
の
人
々
は
喜
界
島

に
ど
の
よ
う
に
し
て
渡
り
、
喜
界
島

か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
移
動
し
た
の

か
。
冒
険
家
の
石
川
仁
さ
ん
を
お
呼

び
し
、
喜
界
島
の
資
源
を
使
っ
た
実

証
実
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
舟
の
材
料
と
し
て
我
々
が
目

を
付
け
た
の
が
ス
ス
キ
で
す
。
ス
ス

キ
は
古
く
か
ら
喜
界
島
に
自
生
し
て

お
り
、
昔
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
た
大

切
な
資
源
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ス
ス
キ
は
乾
燥
さ
せ
れ
ば
浮
く
と
は

い
え
、
果
た
し
て
草
で
作
っ
た
舟
に

人
が
乗
れ
る
の
か
心
配
で
し
た
が
、

完
成
し
た
全
長
5
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

2
艘
の
舟
は
無
事
に
浮
か
び
ま
し
た
。

し
か
も
安
定
感
抜
群
で
、
3
人
乗
っ

て
も
ま
っ
た
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

海
に
浮
か
ん
で
い
る
感
覚
が
心
地
よ

く
、
乗
っ
て
い
る
と
自
然
に
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
2
日
間
か
け
て
み
ん
な
で

一
生
懸
命
つ
く
っ
た
舟
は
愛
着
が
湧

い
て
、
舟
も
自
分
の
一
部
の
よ
う
な

感
覚
に
な
れ
ま
す
。
今
回
は
草
舟
制

作
を
通
し
て
、
ス
ス
キ
を
使
っ
て
海

に
出
ら
れ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
だ

け
で
な
く
、
様
々
な
学
び
が
あ
り
ま

し
た
。
自
然
に
近
い
暮
ら
し
を
し
て

い
た
昔
の
人
々
は
、
植
物
に
関
す
る

知
識
も
あ
り
、
風
も
読
め
、
潮
を
利

用
す
る
感
覚
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い

た
は
ず
で
す
。
現
代
文
明
と
ど
ち
ら

が
豊
か
な
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
島
へ
渡
っ
た
祖
先
に
つ
い
て
も

想
い
を
馳
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
ご
参
加
・
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
草
舟
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
次
は
ど
ん

な
舟
で
ど
こ
を
目
指
す
の
か
、
ぜ
ひ

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

与
論
島
で
「
サ
ン
ゴ
塾
・
春
の

サ
ン
ゴ
礁
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催

3
月
26
日
か
ら
29
日
ま
で
与
論
島

で
、
サ
ン
ゴ
塾
の
〝
春
の
サ
ン
ゴ
礁

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
〝
を
開
催
し
ま

し
た
。
サ
ン
ゴ
研
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
サ
ン
ゴ
塾
」
は
、
サ
ン
ゴ
礁
研

究
者
が
講
師
と
な
り
、
サ
ン
ゴ
礁
を

最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
全
国
の
小

中
学
生
・
高
校
生
が
一
緒
に
研
究
を

実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

今
年
度
の
集
大
成
で
あ
る
春
の
サ

ン
ゴ
礁
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、

全
国
各
地
か
ら
9
名
の
小
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
が
集
ま
り
４
日
間
与
論

島
の
サ
ン
ゴ
礁
に
関
す
る
研
究
を
行

い
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ス
ボ
ー
ド
に
乗
っ
て
海
で
〝
サ

ン
ゴ
礁
が
創
り
出
す
与
論
島
〝
を
学

ぶ
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
与
論
城
か

ら
自
然
と
と
も
に
変
わ
る
文
化
の
流

れ
を
感
じ
、
与
論
島
の
海
水
や
砂
の

収
集
・
分
析
を
行
い
ま
し
た
。
特
別

講
師
の
オ
ー
シ
ャ
ン
ア
ス
リ
ー
ト
の

上
村
真
央
さ
ん
か
ら
は
、
自
分
を
守

る
た
め
に
大
切
な
〝
海
を
感
じ
る
〝

こ
と
を
、
レ
ク
チ
ャ
ー
と
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ー
を
通
し
て
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
中
で
は

「C
oral C

O
2

 P
ro

ject 

報
告
会
」

が
開
催
さ
れ
、
２
０
１
５
年
か
ら
始

ま
っ
たC

oral C
O

2
 P

ro
ject

の

研
究
成
果
を
北
海
道
大
学
とK

IK
A

I 

C
olleg

e

の
若
い
研
究
者
２
人
が
〝
温

暖
化
〝〝
人
為
起
源
の
二
酸
化
炭
素
〝

な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
発
表
し
、
サ

ン
ゴ
が
教
え
て
く
れ
る
過
去
～
現
在

の
海
の
変
化
か
ら
未
来
に
向
け
て
私

た
ち
が
ど
う
動
く
か
議
論
が
広
が
り

ま
し
た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
成
果
発
表
会

で
は
、
参
加
者
が
子
ど
も
チ
ー
ム
と

大
人
チ
ー
ム
に
分
か
れ
4
日
間
の
研

究
成
果
や
与
論
島
で
の
滞
在
を
通
し

て
感
じ
た
こ
と
を
与
論
島
の
皆
さ
ん

に
向
け
て
発
表
し
ま
し
た
。
発
表
後

に
は
世
代
を
超
え
て
サ
ン
ゴ
礁
・
地

球
の
未
来
を
考
え
議
論
す
る
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

サ
ン
ゴ
塾
は
来
年
度
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
研
究

を
通
し
て
私
た
ち
と
と
も
に
喜
界
島

の
未
来
を
考
え
ま
せ
ん
か
？

　

受
講
料
や
申
込
の
詳
細
は
「
喜
界

島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所 K

IK
A

I 

C
olleg

e

」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
！
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☎

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

が
ん
検
診
は
不
要
不
急
で
は
な

く
「
必
要
な
外
出
」
で
す
！

　

が
ん
は
日
本
人
の
２
人
に
１
人
が

生
涯
の
う
ち
に
罹
患
す
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
誰
で
も
が
ん
に
罹
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
が
ん
は
、
初
期
段

階
で
は
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
い
こ

と
が
特
徴
で
す
。
が
ん
検
診
を
定
期

的
に
受
診
し
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
方
は

助
か
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
を
理
由
に
受
診

を
見
送
り
、
次
の
受
診
ま
で
の
期
間

が
空
い
て
し
ま
う
と
、
早
い
段
階
で

発
見
で
き
た
は
ず
の
が
ん
が
進
行
し

た
状
態
で
見
つ
か
る
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
が
ん
検
診

は
定
期
的
に
受
診
す
る
こ
と
が
と
て

も
重
要
で
す
。

 

●子宮・乳がん検診●

【日程】　６月３日（金）～７日（火）

【会場】　自然休養村管理センター

【対象者】

子宮：今年度20歳以上の町民女性

乳：今年度40歳以上の町民女性

※乳がんは昨年度未受診者のみ対象

●肺がん検診●

【日程】　5月7日（土）～ 11日（水）

【会場】　集落公民館

【対象者】

今年度40歳以上の町民の方

●特定・長寿健診●

❀厚生連健診
【日程】
７月15日（金）～ 20日（水）

【会場】　自然休養村管理センター
❀医師会健診

【日程】
10月20日（木）～ 22日（土）

【会場】　集落公民館

【対象者】
・40歳以上の国保加入者
・後期高齢者
・社保被扶養の方
※ 申し込み用紙が5月中旬以

降にご家庭に届きます。ぜ
ひ、お申し込みください。

●大腸がん検診●
【日程】　

（厚生連健診時に実施）
７月15日（金）～ 20日（水）

（医師会健診時に実施）
10月20日（木）～ 22日（土）

【対象者】今年度40歳以上の町民の方
申し込み用紙が５月中旬以降にご家
庭に届きます。

●胃がん検診●

【日程】

（厚生連健診時に実施）

７月15日（金）～ 20（水）

（各集落巡回）

11月15日（火）～ 17日（木）

【対象者】

今年度40歳以上の町民の方

お子さんのいる
転入ご家族の方へ

　予防接種や乳幼児健診は、各市町
村によって実施方法が異なります。
予防接種や乳幼児健診等についての
履歴の情報が必要です。喜界町へ転
入の方は、保健福祉課健康増進係へ
母子手帳を持ってお越しください。

 

特
定
健
診
・
長
寿
健
診

　
　
　

を
ご
存
知
で
す
か
？

令
和
4
年
度

　
　
　

健
（
検
）
診
日
程

 

●歯周疾患健診●

【日程】　6月～ 1月

【会場】　町内歯科医院

【対象者】

今年度40、50、60、70歳対象者

全員に受診票を送付します。

診●

院院

　

健
診
に
は
、
職
場
で
行
わ
れ
て
い

る
定
期
健
康
診
断
や
、
40
歳
以
上
の

国
保
加
入
者
に
対
し
て
行
う
特
定
健

診
や
75
歳
以
上
を
対
象
の
長
寿
健
診

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
自
分
の
健
康

状
態
や
、
糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・
脂

質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
リ

ス
ク
が
あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た

め
に
行
い
ま
す
（
が
ん
の
発
見
を
目

的
に
行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
病
の
リ

ス
ク
が
あ
れ
ば
生
活
習
慣
を
改
善

し
、
発
症
予
防
及
び
重
症
化
予
防
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
健
診
を
定
期
的
に
受
診

し
、
自
分
の
体
の
状
態
を
把
握
し
て

お
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

感
染
対
策
と
し
て
、
健
診
会
場
で

は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
受
診
者
の
健

康
状
態
の
確
認
や
手
指
消
毒
、
室
内

の
換
気
に
努
め
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
も
定
期
的
に
健
（
検
）
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
! !

※
子
宮
、
乳
が
ん
、
肺
が
ん
、
胃
が

ん
検
診
は
、
対
象
者
全
員
に
受
診

票
を
送
付
し
ま
す
。
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喜界中 1年　榮紅
く れ は

羽さん 「田舎の音」

令和 3 年度　第 72 回鹿児島県図画作品展　県議会議長賞



　

私
の
祖
母
の
家
に
は
、
私
と
私
の

家
族
の
写
真
が
載
っ
た
何
年
か
前
の

カ
レ
ン
ダ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
。
そ
の

カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
半
分
が
ふ
や
け

て
茶
色
く
汚
れ
て
い
る
。
祖
母
に

な
ぜ
汚
れ
て
い
る
の
か
と
聞
く
と
、

「
ま
だ
く
ら
ら
が
小
さ
い
時
に
家
の

裏
の
山
が
大
雨
で
崩
れ
た
時
に
家
が

壊
れ
て
、
そ
の
時
に
雨
水
、
泥
土
が

家
の
中
ま
で
入
っ
て
き
て
、
そ
の
時

に
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
こ
ろ
ま

で
泥
が
上
が
っ
て
き
た
ん
だ
よ
。」

と
教
え
て
く
れ
た
。
こ
の
茶
色
く
汚

れ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
こ
ん
な
物
語

が
、
刻
ま
れ
て
い
る
ん
だ
、
と
す
こ

し
驚
い
た
。
い
つ
だ
っ
た
か
忘
れ
た

が
、
祖
母
が
こ
の
土
砂
崩
れ
の
事
で

テ
レ
ビ
に
出
て
い
た
こ
と
を
思
い
出

し
た
。
そ
の
時
、
私
の
母
は
私
に

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ね
、
こ
の
土
砂

崩
れ
の
せ
い
で
違
う
家
に
し
ば
ら
く

住
ん
で
て
ね
、
そ
の
後
も
家
に
入
っ

た
泥
を
出
し
た
り
家
を
直
し
た
り
大

変
だ
っ
た
の
よ
。」

と
教
え
て
く
れ
た
。
で
も
、
正
直
私

は
ま
だ
幼
く
て
そ
の
時
の
記
憶
は
全

く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
覚
え
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
そ
ん
な
に
土
砂
崩
れ

の
こ
と
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
り
は

し
な
か
っ
た
。
し
か
し
私
が
小
学
生

の
時
に
地
図
帳
の
１
番
最
後
の
ペ
ー

ジ
を
開
く
と
全
国
で
今
ま
で
あ
っ
た

被
害
の
大
き
か
っ
た
自
然
災
害
の

ペ
ー
ジ
を
見
つ
け
た
。
そ
の
時
私

は
、
思
わ
ず
息
を
の
ん
だ
。
祖
母
の

土
砂
災
害
に
あ
っ
た
直
後
の
家
の
上

空
か
ら
撮
っ
た
画
像
が
載
っ
て
い
た

の
だ
。
私
は
、
こ
の
土
砂
災
害
の
こ

と
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
か
っ
た

た
め
、
祖
母
に
聞
い
て
み
た
。
ギ
シ

ギ
シ
ギ
シ
ー
。
２
０
１
０
年
10
月
20

日
午
後
７
時
過
ぎ
、
寝
室
に
い
た
祖

母
は
激
し
い
雨
音
の
向
こ
う
に
何
か

が
き
し
む
よ
う
な
音
を
聞
い
た
。「
変

だ
な
。」
山
が
あ
る
西
側
の
窓
を
開

け
た
瞬
間
、
道
向
か
い
の
民
家
の
小

屋
が
赤
土
の
土
砂
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ

た
。
ぼ
う
ぜ
ん
と
す
る
祖
母
の
耳
に

次
の
瞬
間
、
ご
う
音
が
響
い
た
。
同

時
に
家
全
体
を
衝
撃
が
襲
う
。
と
っ

さ
に
隣
の
居
間
に
逃
げ
込
ん
だ
。
大

木
や
電
柱
が
祖
母
の
い
た
寝
室
の
窓

と
壁
を
ぶ
ち
破
り
押
し
寄
せ
、
祖
父

母
は
外
に
出
た
。
２
階
建
て
の
家
半

分
を
赤
い
土
砂
と
無
数
の
大
木
が

覆
っ
て
い
た
。
寝
室
は
全
体
が
ひ

し
ゃ
げ
た
。
直
撃
を
免
れ
た
部
屋
も

濁
流
で
水
浸
し
だ
っ
た
。
一
夜
明
け

た
21
日
。
祖
父
や
私
の
父
は
家
の
片

付
け
に
追
わ
れ
た
そ
う
だ
。
家
は
、

土
砂
崩
れ
に
あ
う
４
年
前
の
３
月

に
、
祖
父
の
退
職
金
で
建
て
た
念
願

の
新
居
だ
っ
た
そ
う
だ
。
私
は
こ
の

話
を
聞
い
て
と
て
も
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ

た
。
身
内
で
こ
ん
な
大
変
な
こ
と
が

起
こ
っ
て
い
た
の
に
、
何
も
知
ら
ず

に
の
ん
き
に
過
ご
し
て
い
た
私
が
憎

ら
し
く
な
っ
た
。
祖
父
母
は
、
こ
の

土
砂
崩
れ
の
あ
っ
た
家
に
今
も
住
ん

で
い
る
が
、
次
ま
た
土
砂
崩
れ
が
起

こ
る
の
か
、
誰
に
も
分
ら
な
い
。
私

達
が
分
か
る
の
は
起
こ
る
可
能
性
は

決
し
て
ゼ
ロ
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
。
今
年
の
夏
に
入
っ
た
ば
か
り
の

頃
、
静
岡
県
熱
海
市
の
伊
豆
山
で
土

砂
崩
れ
が
起
き
た
。
急
な
出
来
事

だ
っ
た
の
で
、私
は
と
て
も
驚
い
た
。

死
者
は
現
在

26
名
だ
そ
う
だ
。
事

故
直
後
は
死
者
数
よ
り
も
行
方
不
明

者
の
方
が
と
て
も
多
か
っ
た
が
、
日

に
日
に
行
方
不
明
者
数
は
減
っ
て
い

き
、死
者
数
が
増
え
て
い
た
。
私
は
、

も
し
奄
美
で
あ
っ
た
土
砂
崩
れ
で
祖

父
母
が
気
づ
か
ず
に
逃
げ
遅
れ
て
い

た
ら
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
、
と
考
え
て
し
ま
っ
た
。

　

土
砂
災
害
と
い
う
の
は
、
起
こ
る

予
兆
な
ん
て
な
い
し
、
ど
れ
だ
け
の

規
模
な
の
か
、ど
こ
で
起
こ
る
の
か
、

そ
ん
な
の
は
誰
に
も
分
ら
な
い
。
し

か
も
、
こ
こ
日
本
は
土
砂
災
害
の
多

さ
は
世
界
か
ら
見
て
も
多
い
そ
う

だ
。
な
ぜ
、
こ
こ
日
本
が
土
砂
災
害

が
多
い
の
か
調
べ
た
。
結
果
は
、
日

本
は
国
土
の
７
割
が
山
地
で
あ
る
た

め
、河
川
は
急
勾
配
で
流
れ
も
速
く
、

氾
濫
な
ど
が
起
き
や
す
い
地
形
だ
と

い
う
こ
と
。
ま
た
、
活
発
な
地
殻
変

動
に
よ
っ
て
複
雑
・
不
安
定
な
地
形
・

地
質
が
形
成
さ
れ
、
温
帯
多
雨
と
い

う
気
象
条
件
か
ら
、
土
砂
災
害
が
起

こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

私
達
は
、
土
砂
災
害
を
止
め
る
こ
と

は
不
可
能
だ
。
し
か
し
、
逃
げ
る
こ

と
な
ら
だ
れ
だ
っ
て
で
き
る
。
命
を

守
る
た
め
な
ら
、
全
力
で
。
そ
の
た

め
に
は
、
安
心
・
安
全
に
逃
げ
る
こ

と
を
最
優
先
す
る
の
が
鉄
則
だ
。
さ

ら
に
、
普
段
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
避
難
場
所
を
確
認
す
る
と
い
い
。

そ
し
て
、
防
災
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
も
準

備
し
て
お
く
と
い
い
そ
う
だ
。
自
分

自
身
は
被
害
に
あ
っ
て
い
な
く
て

も
、
い
つ
、
な
に
が
、
ど
こ
で
土
砂

災
害
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。
だ

か
ら
こ
そ
、
万
全
な
対
策
で
、
今
あ

る
素
敵
な
日
常
を
大
切
に
過
ご
し
て

い
き
た
い
。

「
過
去
か
ら
学
ぶ
」

　令和 3 年度「土砂災害防

止に関する絵画・作文」に

おいて、喜界中 2 年の松田

くららさんが作文中学生の

部で、国土交通事務次官賞

を受賞されましたので、全

文を掲載いたします。
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喜
界
小
若
い
目
賞
受
賞

喜
界
小
若
い
目
賞
受
賞
! !! !

　

若
い
目
賞
と
は
、
南
日
本
新
聞
に
1
日
数
点
掲
載
さ
れ
る
「
若
い
目
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
、

全
校
的
、
継
続
的
な
取
り
組
み
が
み
ら
れ
る
学
校
に
送
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

喜
界
小
は
令
和
2
年
度
と
3
年
度
、
6
年
生
を
中
心
に
定
期
的
に
投
稿
し
て
お
り
、
そ

の
期
間
中
多
く
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
若
い
目
の
他
に
も
「
子
供
の
う
た
」

に
も
投
稿
し
数
多
く
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
2
年
度　

9
点
掲
載
（
子
供
の
う
た　

9
点
掲
載
）

　

令
和
3
年
度　

8
点
掲
載
（
子
供
の
う
た　

7
点
掲
載
）

「
大
好
き
な
喜
界
島
」
　
　

6
年　

實

美み

う羽
さ
ん

　

私
は
喜
界
島
が
大
好
き
で
す
。
た
ま
に
都
会
に
あ
こ

が
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る

と
喜
界
島
が
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
理
由
は
二
つ
あ

り
ま
す
。

　

ま
ず
食
べ
も
の
が
と
て
も
お
い
し
い
か
ら
で
す
。
喜

界
島
で
と
れ
た
ゴ
マ
で
作
っ
た
お
菓
子
や
、
他
の
ミ
カ

ン
と
比
べ
て
す
っ
ぱ
い
島
ミ
カ
ン
、
し
ぼ
り
た
て
の
サ
ト

ウ
キ
ビ
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
、
お
い
し
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

次
に
自
然
が
と
て
も
豊
か
だ
か
ら
で
す
。
湾
に
あ
る

ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
や
、
小
野
津
に
あ
る
ハ
ワ
イ
ビ
ー
チ
、

手
久
津
久
に
あ
る
巨
大
ガ
ジ
ュ
マ
ル
な
ど
、
素
晴
ら
し

い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
2
つ
の
ビ
ー
チ
は

海
の
色
が
と
て
も
き
れ
い
で
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
は
迫
力
満

点
で
す
。

　

都
会
に
は
な
い
喜
界
島
の
よ
さ
を
ほ
こ
り
に
思
い
ま

す
。
食
べ
物
や
自
然
を
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
守
り
、
未

来
に
残
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

一
部
作
品
を
紹
介
し
ま
す

喜
界
小

喜
界
小
44
年
ろ
組
長
縄
エ
イ
ト
マ
ン
第

年
ろ
組
長
縄
エ
イ
ト
マ
ン
第
55
位位
! !! !

　

長
縄
エ
イ
ト
マ
ン
と
は
、
県
が
実
施
す
る
子
ど
も
の
体
力
向
上
推
進
事
業
の
一
環

と
し
て
、
学
級
単
位
で
協
力
し
な
が
ら
体
力
づ
く
り
に
取
り
組
み
記
録
に
挑
戦
す
る
、

「
体
力
ア
ッ
プ
！
チ
ャ
レ
ン
ジ
か
ご
し
ま
」
の
中
の
、
長
縄
を
8
の
字
で
出
入
り
し
て

連
続
で
跳
び
続
け
る
種
目
で
す
。
県
内
か
ら
３
９
９
ク
ラ
ス
が
申
し
込
む
中
、
4
年

ろ
組
の
22
名
が
４
０
２
回
の
記
録
で
第
5
位
と
い
う
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

ろ
組
の
み
な
さ
ん
は
、
4
月
か
ら
主
に
朝
の
時
間
を
使
っ
て
３
～
5
分
の
練
習
を

繰
り
返
し
て
き
て
お
り
、
練
習
内
容
、
時
間
な
ど
は
学
級
会
で
議
題
に
し
、
子
ど
も

た
ち
自
身
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
決
め
て
き
ま
し
た
。

練習風景（学校提供）
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町
か
ら
の

町
か
ら
の

　
　

お
し
ら
せ

　
　

お
し
ら
せ

○
児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
死
別
や
離
婚
な
ど

で
ひ
と
り
親
と
な
っ
た
世
帯
を
対
象
と
し
た

手
当
で
す
。
所
得
や
扶
養
人
数
に
よ
り
、
金

額
が
決
め
ら
れ
ま
す
（
所
得
制
限
あ
り
）。

※
た
だ
し
、
婚
姻
し
て
い
な
く
て
も
事
実
婚

状
態
で
あ
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

※
父
母
に
代
わ
り
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

に
も
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

月
額
：
1
万
１
６
０
円
～
4
万
3
千
70
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
令
和
４
年
４
月
）

※
子
ど
も
が
複
数
い
る
場
合
は
上
記
の
金
額

に
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

第
2
子
…
5
千
90
円
～
1
万
１
６
０
円

　

第
3
子
以
降
…
3
千
50
円
～
6
千
90
円

○
ひ
と
り
親
医
療
費
助
成
制
度

　

ひ
と
り
親
医
療
費
助
成
制
度
は
、
死
別
や

離
婚
な
ど
で
ひ
と
り
親
と
な
っ
た
世
帯
の
医
療

費
を
助
成
す
る
制
度
で
す
（
所
得
制
限
あ
り
）。

※
原
則
、
児
童
扶
養
手
当
・
ひ
と
り
親
医
療

費
助
成
と
も
に
児
童
が
18
歳
に
な
っ
て
迎

え
る
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
（
高
校
卒
業

に
相
当
す
る
年
齢
ま
で
）。

※
た
だ
し
、
婚
姻
し
て
い
な
く
て
も
事
実
婚

状
態
で
あ
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
20
歳
未
満
で
心

身
に
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
扶
養
す
る
た
め

に
、
保
護
者
も
し
く
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。（
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
金

額
を
決
定
、
所
得
制
限
あ
り
）

　

月
額
：
1
級
5
万
2
千
４
０
０
円

　
　
　
　

2
級
3
万
4
千
９
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

（
令
和
４
年
４
月
～
）

○
児
童
手
当

　

児
童
手
当
は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
出

生
、
転
入
・
転
出
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
は
、

必
ず
保
健
福
祉
課
へ
届
出
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
（
※
町
民
税
務
課
で
の

手
続
き
だ
け
で
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）。
原

則
、
申
請
手
続
き
さ
れ
た
翌
月
分
か
ら
支
給

で
す
（
公
務
員
の
方
は
職
場
へ
申
請
）。

手
当
月
額

3
歳
未
満
…
1
万
5
千
円
（
一
律
）

　

～
小
学
卒
業
ま
で
…
1
万
円

　

〃
（
高
校
生
か
ら
数
え
て
3
子
目
以
降
）

　
　
　
　
　

…
1
万
5
千
円

　

中
学
生
…
1
万
円
（
一
律
）

保
健
福
祉
課
か
ら

　

「
各
種
手
当
て
」
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課
か
ら
②

　

「
国
民
年
金
の
保
険
料
等
」に
つ
い
て

※
所
得
制
限
を
超
え
て
い
る
場
合
は

　

特
例
給
付
…
5
千
円
（
一
律
）

○
寡
婦
家
庭
医
療
費
助
成
金

　

寡
婦
家
庭
医
療
費
助
成
金
と
は
、
死
別
や

離
婚
な
ど
で
ひ
と
り
親
と
な
り
、
児
童
（
18

歳
未
満
）
を
養
育
し
て
い
た
方
の
医
療
費
を

助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

対
象
は
、
以
下
の
4
つ
全
て
満
た
す
方
で

す
。

　

①
住
民
税
が
非
課
税

　

②
被
扶
養
者
で
な
い
者

　

③
70
歳
未
満

　

④
他
の
医
療
費
助
成
の
対
象
者
で
な
い

【
助
成
額
】
　

　

外
来
：
月
に
1
万
円
を
超
え
た
額　

入
院
：
月
に
2
万
5
千
円
を
超
え
た
額

（
入
院
と
外
来
両
方
あ
る
場
合
も
同
様
で
す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
　

　

保
健
福
祉
課
保
険
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
65
ー

３
６
８
５

●
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
と
納
付
に
つ
い
て

・
令
和
4
年
度
の
保
険
料
は
、

　
　

月
額
1
万
6
千
５
９
０
円
で
す
。

・
納
付
書
に
よ
る
金
融
機
関
等
で
の
納
付
、

口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
に
よ

る
納
付
が
あ
り
、
前
納
制
度
を
利
用
す
る

と
保
険
料
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

・
保
険
料
の
未
納
が
あ
る
と
、
万
一
、
障
害

や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
し

た
と
き
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
納
付
期
限
ま
で
に
納
付
し
ま

し
ょ
う
。

・
失
業
や
所
得
減
少
で
納
付
が
困
難
な
場
合

は
免
除
納
付
猶
予
制
度
、
学
生
に
は
学
生

納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

・
月
々
の
定
額
保
険
料
に
加
え
て
付
加
保
険

料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
プ
ラ
ス
し
て
納
め

る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上

乗
せ
さ
れ
て
受
給
で
き
ま
す
。
付
加
保
険

料
の
申
込
み
は
任
意
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
国
民
年
金
担
当

　
　
　
　
　
　
　

☎
65
ー

３
６
８
５

　
　

奄
美
大
島
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
52
ー

４
３
４
１
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0997-65-3683 kikaku-2@town.kikai.lg.jp

・空き家の募集

・空き家の調査

・利用登録

・物件問合せ

・登録空き家の紹介

・情報発信

・空き家物件の登録

直接契約・不動産等の業者を介して契約

議
会
事
務
局
か
ら

　

「
議
会
報
告
会
」
に
つ
い
て

企
画
観
光
課
か
ら

　

「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
の

　
　
　

事
業
説
明
会
開
催
」
に
つ
い
て

　

喜
界
町
議
会
で
は
、
日
頃
の
議
員
活
動
や

取
組
状
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の

み
な
さ
ん
と
情
報
お
よ
び
意
見
を
交
換
し
、

議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
場
と
し

て
、
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
議
会
が

ど
の
よ
う
な
審
議
を
し
た
の
か
、
み
な
さ
ん

に
議
員
か
ら
直
接
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

　

日
時
：
令
和
4
年
4
月
30
日　

午
後
6
時
か
ら

　

場
所
：
役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

議
会
事
務
局　

☎
65 

ー 

１
１
１
５

　

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
制
度
と

は
、
人
口
急
減
地
域
に
お
い
て
マ
ル
チ
ワ
ー

カ
ー
（
季
節
毎
の
労
働
需
要
等
に
応
じ
て
複

数
の
事
業
者
の
事
業
に
従
事
）
に
係
る
労
働

者
派
遣
事
業
等
を
行
う
事
業
協
同
組
合
で

あ
っ
て
、
都
道
府
県
知
事
の
認
定
を
受
け
た

も
の
で
す
。

■
制
度
概
要

① 

町
内
の
事
業
者
4
社
（
名
）
以
上
で
事
業

協
同
組
合
を
結
成
。
組
合
員
を
募
る
。

② 

組
合
に
お
い
て
職
員
の
無
期
雇
用
を
行
う
。

（
基
本
は
地
域
外
の
人
材
。
地
域
内
も
可
）

③ 

組
合
員
の
要
請
に
応
じ
て
、
職
員
の
期
間

派
遣
を
実
施
。

④ 

組
合
対
象
経
費
の
2
分
の
１
ま
で
の
範
囲
で
、

財
政
支
援
を
受
け
る
事
が
可
能
。（
上
限
あ
り
）

■
講
師

　

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
共
同
組
合
の
設

立
・
運
営
支
援
等
の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
、

鹿
児
島
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
担
当
者
様

に
講
師
を
依
頼
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
是
非
お
申
込
み

下
さ
い
。

※ 

港
湾
運
送
業
務
・
建
設
業
務
等
派
遣
制
度

が
活
用
で
き
な
い
事
業
も
ご
ざ
い
ま
す
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
状
況
に
よ

り
、
役
場
会
場
で
の
開
催
を
中
止
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

■
日
時
…
令
和
５
年
５
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

14
時
～
16
時
、
18
時
～
20
時

■
場
所
…
役
場
多
目
的
集
合
室

■ 

対
象
…
町
内
に
お
い
て
事
業
を
営
ん
で
い
る

方
で
、
従
業
員
確
保
に
課
題
の
あ
る
事
業
者

■ 

申
込
期
間
…
令
和
４
年
５
月
11
日
（
金
）

ま
で

■ 

申
込
先
…
企
画
観
光
課
☎
65 

ー 

３
６
８
３

も
し
く
は
、kikaku-2

@
tow

n.kikai.lg.jp

（
事
業
所
名
・
氏
名
・
役
職
を
添
え
て
）
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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あ
り
が
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

福
村  

力
俊

坂
本  

武
夫

崎
濱  

昭
彦

浜
井  

清
豊

河
野  

洋
子

守
屋  

豊
明

近
藤  
佳
夫

松
井  

繁
幸

森
本  

和
樹

鳳
京  

準

板
宮  

高
志

佐
々
木  

健
太

田
場  

剛

福
岡
県
宗
像
市

東
京
都
品
川
区

大
阪
府
大
阪
市

兵
庫
県
尼
崎
市

兵
庫
県
尼
崎
市

東
京
都
品
川
区

福
島
県
白
河
市

兵
庫
県
神
戸
市

東
京
都
豊
島
区

神
奈
川
県
鎌
倉
市

東
京
都
大
田
区

青
森
県
八
戸
市

千
葉
県
四
街
道
市

北
海
道
札
幌
市

香
川
県
高
松
市

新
潟
県
新
潟
市

埼
玉
県
朝
霞
市

愛
知
県
尾
張
旭
市

広
島
県
広
島
市

京
都
府
京
都
市

東
京
都
港
区

兵
庫
県
宝
塚
市

宮
崎
県
宮
崎
市

千
葉
県
柏
市

愛
知
県
岡
崎
市

兵
庫
県
養
父
市

愛
知
県
春
日
井
市

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

鹿
屋
市

東
京
都
板
橋
区

東
京
都
世
田
谷
区

東
京
都
世
田
谷
区

兵
庫
県
西
宮
市

大
阪
府
豊
中
市

大
阪
府
大
阪
市

中
島  

磨
里

酒
井  

哲
也

山
本  

良
輔

片
山  

陽
子

升
田  

昌
孝

森
田  

育
男

千
々
石  

圭
希

池
田  

基
昭

松
本  

雄
太

吉
田  

順
子

藤
嶋  

洋

小
田  

健
介

古
段  

一
成

長
屋  

隆
男

井
出  

愛
弥

楯
林  

利
恵
子

佐
藤  

嘉
一

高
尾  

福
生

奈
良  

恒
則

照   

次
郎

山
脇  

慶
子

福
元  
新
一
郎

千
葉
県
市
川
市

神
奈
川
県
川
崎
市

北
海
道
札
幌
市

兵
庫
県
神
戸
市

京
都
府
京
都
市

三
重
県
四
日
市
市

神
奈
川
県
横
浜
市

和
歌
山
県
岩
出
市

宮
城
県
仙
台
市

東
京
都
新
宿
区

東
京
都
江
戸
川
区

東
京
都
渋
谷
区

大
阪
府
大
阪
市

霧
島
市

茨
城
県
守
谷
市

神
奈
川
県
川
崎
市

大
阪
府
柏
原
市

岩
手
県
盛
岡
市

西
之
表
市

福
岡
県
北
九
州
市

三
浦  

栄
治

鹿
内  

修

重
見  

英
明

阿
地  

好
美

し
げ
の  

け
い
じ

高
木  

あ
す
か

杉
山  

季
由

村
田  

勝
広

鷲
足  

哲
也

川
本  

浩

三
浦  

幸
七

坪
井  

典
子

小
栗  

敏
弥

石
田  

康
浩

井
上  

慎
一
郎

佐
藤  

博
紀

上
田  

美
代
子

澤
口  

悠
也

坂
元  

功
二

森   

俊
行

＊ 1 歳になりました＊

　1歳のお誕生日おめでとう！パパもママもさつきが
可愛くてたまりません♪(*≧∇≦ )
　これからも健やかに育ってください。一緒に色々な
経験をしようね♪
　私をママに選んでくれて、産まれてきてくれて、今
日まで元気に育ってくれてありがとう。大好きだよ♡

【上中】【上中】

R4.2.16 ～3.15 申込み分

・寄付者合計　599名

・広報掲載希望　 55名

ふるさと納税
（敬称略）

（父 泰樹・母 由美）（父 泰樹・母 由美）

廣司 廣司 良良
り ほり ほ

帆帆ちゃんちゃん

　いつもニコニコ笑顔の良帆。
　お姉ちゃんが大好きでべったりだけど、好きな物
は譲らないたくましい一面も♡
　できる事が増えて目が離せないけど、これからの
成長が楽しみです♪
　姉妹仲良くたくさん遊んで元気に育ってね♡

後藤 後藤 颯颯
さ つ きさ つ き

希希くんくん

（父 優介・母 唯）（父 優介・母 唯）

【湾】【湾】
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<

萌
葉
会>

水
仙
の
球
根
二
個
が
蘇
鉄
よ
り　

芽
が
出
た
わ
く
わ
く
朝
の
夢
な
り

人
の
世
の
宿さ

だ
め命

な
れ
ど
も
人み

ち生
半
ば　

義
従
妹
旅
立
ち
黄
泉
の
国
へ
と

歳
重
ね
増
え
ゆ
く
薬
戸
惑
う
も　

共

に
仲
良
く
付
き
合
う
事
に

我
が
島
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
一
本
道　

真
っ
青
な
空
へ
飛
び
立
て
そ
う
な

睦
ま
じ
く
生
き
姉
夫
婦
は
別
れ
逝
く　

物
思
う
子
ら
と
メ
ー
ル
の

や
り
と
り

還
暦
の
祝
い
の
儀
式
コ
ロ
ナ
禍
と　

延
期
の
ま
ま
に
春
は
過
ぎ
ゆ
く

メ
デ
ィ
ア
よ
り
日
々
流
れ
る
情
報
に　

未
来
あ
る
子
等
の
先
を
案
ず
る

美
代　

イ
シ

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

中
村　

ひ
ろ
え

島
崎　

久
代

叶　

啓
子

弘
岡　

稲
子

※
喜
界
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
も
、

島
外
に
て
戸
籍
届
出
（
婚
姻
届
・

出
生
届
・
死
亡
届
）
を
さ
れ
た

方
は
戸
籍
の
窓
へ
掲
載
さ
れ
ま

せ
ん
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
町
民
税
務
課
戸
籍
係
（
☎

65
ー
３
６
８
７
）
へ
直
接
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

喜界町の住民基本台帳人口
（令和４年４月１日現在）

世 帯 数  ・・・ 3,720 戸（▲ 20）

人 口  ・・・6,633 人（▲ 89）

男   ・・・3,272 人（▲ 59）

女   ・・・3,361 人（▲ 30）

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

氏　
　

名    　

（
保
護
者
・
住
所
）

（
敬
称
略
）

氏　
　

名　

    

住
所

■
寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り

横
山
　

ひ
ろ
江

井
上
　

佐
久
子

梶
原
　

正
章

髙
野
　

俊
三

岩
下
　

永
一

平
田
　

郁
夫

柳
　

常
雄

實
田
　

博
枝

中
里

佐
手
久

中
里

湾坂
嶺

赤
連

上
嘉
鉄

小
野
津

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

氏　
　

名　
   

（
年
齢
・
住
所
）

（
69
才
・
伊
実
久
）

（
92
才
・
川
嶺
）

武
藤
　

安
人

吉
田
　

ト
ミ
コ

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

氏　
　

名　
　
　

住
所

安
田
　

和わ

か華

（
真
一
・
赤
連
）

惠
畑
　

芦ろ

あ愛

（
隼
人
・
中
里
）

豊
島
　

英
樹
　
　

（
池
治
）

中
山
　

愛
　
　

（
赤
連
）

前
田
　

博
文

梶
原
　

さ
お
り

盛
岡
　

則
数

森
岡
　

進

柳
　

あ
き
こ

實
田
　

輝
男

平
田
　

三
郎

積
　

一
誠

（
71
才
・
中
里
）

（
52
才
・
中
里
）

（
71
才
・
小
野
津
）

（
88
才
・
坂
嶺
）

（
98
才
・
上
嘉
鉄
）

（
85
才
・
小
野
津
）

（
95
才
・
赤
連
）

（
90
才
・
中
間
）

植
村
　

直
也

積
　

タ
ケ
子

田
畑
　

繁
子

山
口
　

サ
ヨ
ノ

政
岡
　

絹
代

中
里

中
間

小
野
津

塩
道

湾

池
袋
　

ス
エ

植
村
　

ト
キ

盛
山
　

芳
幸

政
岡
　

孝
一

大
野
　

大
作

（
97
才
・
湾
）

（
84
才
・
中
里
）

（
68
才
・
蒲
生
）

（
77
才
・
湾
）

（
78
才
・
湾
）
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
.４

Ｖ
ｏｌ．６

５
８

〒
８
９
１
ー
６
２
９
２
　

☎
０
９
９
７
（
６
５
）
１
１
１
１
　     FAX ０

９
９
７
（
６
５
）
４
３
１
６

http://w
w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/　

広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

すこ・・・旧すこやかセンター
子育・・・子育て支援センター
コミ・・・役場コミュニティホール
トレ・・・役場トレーニング室
研修・・・役場研修室
診療・・・診療所

くらしのカレンダーくらしのカレンダー
（令和 4 年 5 月 1 日～ 5 月 31 日迄）

編
　

集
　

後
　

記

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
ま
し
て
、
広
報

き
か
い
令
和
4
年
度
も
生
島
常
智
の

提
供
で
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
真
面
目

に
文
章
を
考
え
な
が
ら
も
、
遊
び
心
な

ど
も
混
ぜ
な
が
ら
作
っ
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
な
ど
卒
業
（
園
）
式
の
写
真

撮
り
に
伺
っ
た
ん
で
す
が
感
動
し
ま
す

ね
。
特
に
、
高
校
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ
ん

の
祝
辞
と
、
卒
業
生
答
辞
で
保
護
者
へ

の
感
謝
を
述
べ
た
と
こ
ろ
、
中
学
校
は

全
体
合
唱
の
と
き
。
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の

卒
業
の
と
き
は
特
に
何
も
感
じ
な
か
っ

た
よ
う
な
…
成
長
と
老
い
で
す
か
ね
。

17
年
前
、
自
分
の
中
学
校
（
二
中
）

卒
業
の
と
き
は
、
終
始
感
動
的
だ
っ

た
の
に
、
最
後
の
卒
業
生
に
よ
る
歌
が

我
々
の
歌
唱
力
が
無
さ
す
ぎ
て
、
保
護

者
席
は
苦
笑
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
ん

な
こ
と
も
聞
い
て
い
た
の
で
、〝
今
の

中
学
生
歌
う
ま
ぁ
〝
と
思
い
な
が
ら
写

真
撮
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
と
、
お
辞
儀

の
仕
方
が
綺
麗
な
女
子
生
徒
が
数
名
い

て
凄
か
っ
た
で
す
。

　

今
月
号
は
こ
れ
で
以
上
で
す
が
、
去

年
よ
り
は
良
い
広
報
誌
を
作
っ
て
行
け

た
ら
と
思
っ
て
ま
す
。
編
集
後
記
も〝
編

集
後
記
〝
っ
ぽ
く
な
い
内
容
に
な
る
こ

と
の
方
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。
ま
た
1
年
間
お
願
い
し
ま
す
。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

●休館日 憲法記念日

●内科診療
（4 日まで）
【診療 8:30】

みどりの日 子どもの日 ●ブックスタート
おはなし会【11:00】

●おはなし会（読
み聞かせ、紙芝居、
ミニ映画）【14:00】

●肺がん健診
（11 日まで）
【集落公民館】

8 9 10 11 12 13 14

●内科診療
（11 日まで）
【診療 8:30】

●休館日 ●団体貸出（幼
保等）

●おはなし会（読
み聞かせ、紙芝居、
ミニ映画）【14:00】

15 16 17 18 19 20 21

●休館日
●母子相談

【子育 11:00】

● 2 歳・2 歳半
歯科健診

【役場 13:15】

●早町小移動図
書館（1年～3 年）

● 3 歳半健診
【役場 13:15】

●早町小移動図
書館（４年～６年）
●子育て支援館
来館【11:00】

青少年育成の日
●おはなし会（読
み聞かせ、紙芝居、
ミニ映画）【14:00】

22 23 24 25 26 27 28

家庭の日
●内科診療

（25 日まで）
【診療 8:30】

●休館日 ● 1 歳半健診
【すこ 13:15】

● 3 カ 月・7 カ 月
健診、1 歳歯科相談

【すこ 13:00】

●おはなし会（読
み聞かせ、紙芝居、
ミニ映画）【14:00】

29 30 31

●休館日

3 月中旬
　空港において

思撮ね卒た我

いて

真
撮

の
仕

て

3 月中旬
　空港

28


